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あ
っ
た
か
い
地
域
の
児
童
館

金
沢
市
立
社
の
里
児
童
館

館

長

山

岸

私
が
４
月
に
社

の
里
児
童
館
館
長
に
な
り
、
子
ど
も
た
ち

と
触
れ
合

い
ｌ
ヶ
月
が
ア
ッ
と
い
う
間
に
過
ぎ
去
り
ま
し
た
。

児
童
館
は
、
０
～
１８
歳
の
子
ど
も
の
地
域
に
お
け
る
育
ち
を

支
え
る
場
で
あ
り
、

「
遊
び
」
を
通
じ
た
子
ど
も
の
健
全
育
成

の
た
め
の
児
童
福
祉
施
設
で
す
。
子
育
て
支
援
と
し
て
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
を
併
設
し
、
「午
前
開
放
」
「
か
ん
が
る
―
教
室
」

「
子
育
て
相
談
」
等
未
就
学
児
親
子
の
交
流
の
拠
点
と
な
り
、

小
中
高
校
生
の
遊
び
や
学
習
の
居
場
所
に
も
な

っ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
外
国
か
ら
来
ら
れ
た
親

子
も
多
く
利
用
し
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
役
割
を
充
分
に

担

っ
て
い
る
と
思

っ
て
い
ま
す
。
児
童
が
安
全

・
安
心
で
い
ら

れ
る
の
は
、
ひ
と
え
に
学
校
の
先
生
の
み
な
さ
ん
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
金

沢
社
の
里
の
み
な
さ
ん
、
サ
ポ
ー
ト
隊
の
み
な
さ
ん
、
児
童
館

に
関
わ

っ
て
い
る
み
な
さ
ん
、
地
域
の
み
な
さ
ん
の
お
支
え
の

お
か
げ
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

子
ど
も
は
元
気
で
、
に
ぎ
や
か
で
、

い
た
ず
ら
好
き
で
、
笑

っ
て
い
る
の
が
よ
く
、

い
つ
も
子
ど
も
の
笑
顔
に
癒
さ
れ
て
い

ま
す
。
人
に
対
し
て
は
、
や
さ
し
い
子
ど
も
で
あ

っ
て
欲
し
い

も
の
で
す
。

職
員
な
ら
び
に

「
未
来
子
育
て
ネ

ッ
ト
」
の
み
な
さ
ん
は
、

日
々
努
力
し
、
あ

っ
た
か
い
地
域
の
児
童
館
で
あ
る
よ
う
尽
く

し
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

豊



令和6年度通常総会
1 日 時 令和 6年 6月 9日 (日 )9時30分
2 場 所 金沢市立杜の里児童館
3 出席者 80名 (う ち委任者52名 )
4 審議事項
(1)議案第 1号 令和 5年度事業報告及び収支決算に関する件
(2)議案第 2号 令和 6度事業計画 (案)及び収支予算 (案 )に関する件
(3)議案第 3号 役員の任期満了に伴う選任の件
審議の結果、第 1、 2、 3号が承認されました。

総会終了後、やまぐち内科クリニック山口泰志院長の「コロナ禍の健康管理」について講演を開催しました。

令和 6年度事業の実施事項
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1 活動事業

2.その他の事業

事業名 事業方針 施策項目

調査・研究事業 事業活動の推進を図る委員会の充実及び地区計画に基づ
き区域内の建築確認申請に際し、緑化保全の事前審査を行い
ます。また、人材の確保と事業活動の活性化のため、地域
を主体に会員の拡大を図ります。

・委員会の開催
・地区計画申請の事前審査
・会員の勧奨
・祭リギフト券の交付

啓発と普及を図る

事業

まちづくり活動などの情報について、年3回「ニュース (広報
誌)」 を発行し、会員、地域住民等へ発信し、啓発と普及を図り
ま現 また、ホームページでまちづくり活動を団体等へ1青報を発
信し、当法人の情報公開の基盤の強化を図りま坑

・ニユース (広報誌)の発行
・ホームページによる情報公開

地域間交流と交

流連携推進事業

まちづくりの基盤となるコミュニティづくりを推進する
ため、地域住民等と協力した「まちおこしイベント」の活動
等を支援し、人々の交流と健康で賑わいと活気あふれる街
づくりを推進します。

。若松三大まつりの支援
・小学校等のイベント支援
・自主防災組織の支援
・樹木の名札設置

環境保全・花いっ

ぱい運動事業

大学問前街の自然環境の維持と住民の緑化意識を高める
ため、地域住民と協働で「花いっぱい運動」事業を展開し、
地域の緑化推進に努めます。また、地域美化運動推進事業
として、自然環境を将来にわたり「ふるさと」の景観を残
すため、里山の整備保全を行う団体等を支援します。

・花いっぱい運動の推進
。セットバックの整備の推進
・ホタルの育成活動の事業
・幹線道路清掃活動の推進

事業名 事業方針 事業内容
まちづくり環境
整備受託事業

住まいづくりを支援するため、私有地の除草作業等を受託し
ますЭ

有料受託事業公共施設管理
受託事業

緑地小公園の清掃 。管理等を公共管理者から受託します。

者松・杜の里地区にある
「暫学の道」を知つていますか ?
京都市にある「哲学の道」は、あまりにも有名で、左京

区の熊野若王子神社と銀閣寺をつなぐように通つている

小径です。哲学の道は元々、琵琶湖から京都まで水を引く

ために作られた琵琶湖疎水ができた際の管理用歩道でした。

歩く人が増えたことで次第に整備が行われ、現在のような

観光用の歩きやすい小径へと姿を変えてきました。名前から

して「哲学」に関係がある道だろうというイメージがあり

ますが、その由来は、その音、京都の哲学者である「西田

幾太郎」を始め、その弟子「田辺元」「三木清」らが思策

にふけりながら歩んだことから、その名前で呼ばれるよう

になつたと言われています。もっとも、この名前が正式な

名称となつたのは19フ2(昭和47)年と比較的最近です。
ところで、若松・社の里地区の「哲学の道」は、若松鈴見

区画整理事業の大学問前街づくりとして整備された道です。

案内表示板や道標には、哲学の道と記されており、角間川

が浅野川に合流す地点の道標に|よ、終点と記されています

が、どこからどこまでの区間が哲学の道なのか、金沢大学

までの欅・桜並木や角間川沿いまでの道までと判断して

いますが、本当はどうなのか関係者に聞いても不明です。

従つて、「哲学の道」の具体的な道筋を知っておられる方が

いましたら、NPO金沢社の里まで連絡いただければ幸い
です。                  関戸正彦 記

布
~松。社のヱ 菅学の道
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，１
）等
の
デし意
見
・感
想
か
ら
］

☆
郷
土
こ
ば
れ
話
第
２
話
を
待
ち
佗
び
て
い
ま
し
た
が
、
第
１
話
の
内
容
を
忘
れ
て
し
ま
い
、

こ
れ
か
ら
は
綴

っ
て
お
か
な
い
と
…
　
反
省
し
き
り
ｉ
。
い
つ
も
資
料
作
り
有
難
う
ご

ざ
い
ま
す
。
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

☆
わ
が
町
。
探
訪
シ
リ
ー
ズ
を
毎
回
た
の
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
４６
号
か
ら
始
ま

っ
た
角
間

遺
跡
に
つ
い
て
も
興
味
深
い
Ｈ

☆
い
つ
も
わ
ず
か
な
４
頁
の
社
の
里
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
の
、
盛
り
沢
山
の
充
実
し
た
内
容
に
感
芯

し
て
お
り
ま
す
。
今
回
の
“
号
で
は
総
会
の
報
告
が
あ
り
、
活
発
な
活
動
の
報
告
が
さ
れ

て
お
り
、
今
更
な
が
ら
の
活
動
に
敬
服
し
て
い
ま
す
。
今
後
ま
す
ま
す
の
活
動
を
期
待

い
た
し
ま
す
。
ご
苦
労
様
で
す
。

☆
今
回
と

っ
て
も
難
し
く
、
楽
し
か

っ
た
で
す
。
も
う
す
ぐ
県
道
の
桜
が
咲
き
ま
す
ね
。

満
開
の
入
学
式
と
な
る
と
子
ど
も
た
ち
も
喜
ぶ
と
思
い
ま
す
。

☆
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
金
沢
杜
の
里
情
報
公
開
委
員
会
」
の
名
称

「情
報
公
開
」
と
つ
い
た
理
由
が
知

り
た
い
で
す
。
ど
う
い
う
こ
と
で
、
こ
の
名
称
に
な

っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

☆
年
明
け
早
々
の
能
登
半
島
地
震
、
あ
ま
り
に
大
き
な
揺
れ
で
驚
き
ま
し
た
。
こ
の
地
震
で
、

奥
能
登
は
も
ち
ろ
ん
ミ

身
近
な
田
上
新
町
の
数
軒
が
被
害
に
あ

っ
た
事
を
思
う
と
、

他
人
ご
と
と
は
思
え
ま
せ
ん
。
今
は
、
１
日
も
早
く
復
興
さ
れ
る
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
。

☆
今
年
も
、
春
早
々
に
き
れ
い
な
花
が
プ
ラ
ン
タ
ー
に
並
ん
で
い
ま
す
。
植
え
る
方
、

世
話
を
す
る
方
は
大
変
で
し
ょ
う
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

☆
こ
の
町
に
勤
め
て
３
年
日
、
毎
年
の
桜
が
楽
し
み
で
す
。
お
昼
ど
き
見
事
な
川
岸
の
桜

を
見
て
、
散
歩
し
心
を
癒
や
し
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
―

☆
浅
野
川
湖
畔
の
桜
並
木
の
花
も
散
り
、
い
よ
い
よ
新
緑
の
季
節
で
す
。
社
の
里
界
隈
の

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
や
パ
ン
ジ
ー
の
プ
ラ
ン
タ
ー
に
、
目
が
留
ま
り
ま
す
。
お
か
げ
様
で
大
変

癒
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
「
郷
土
こ
ば
れ
話
」
の
①
と
②
を
通
し
て
読
み
直
し
て
み
ま
し
た
。

次
号
は
ど
ん
な
話
の
流
れ
に
な
る
の
か
な
Ｈ

と
、
ま
す
ま
す
楽
し
み
に
な
り
ま
し
た
。

☆
表
紙
の
消
防
団
の
方
の
石
川
県
の
復
興
に
対
す
る
思
い
を
読
ま
せ
て
い
た
だ
い
て
、
と
て

も
感
動
し
ま
し
た
Ｈ

地
元
、
地
域
を
思
わ
れ
る
お
気
持
ち
に
支
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
を
、
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

☆
皆
さ
ん
、
お
気
づ
き
で
し
た
か
。
春
の
プ
ラ
ン
タ
ー
の
お
花
が
チ

ュ
ー
リ
ッ
プ
か
ら

パ
ン
ジ
ー
に
替
わ

っ
た
こ
と
を
…

色
と
り
ど
り
の
パ
ン
ジ
ー
。
花
持
ち
が
長
く
て
い
い
で
す
ね
。
ま
た
、
金
沢
社
の
里

ニ
ュ
ー
ス
の
愛
読
者
が
増
え
た
の
で
し
ょ
う
。
「街
の
声
」
の
投
稿
も
多
く
な
り
、
素

晴
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

☆
通
学
道
路

（特
に
歩
道
）
の
地
震
に
よ
る
路
面
の
凸
凹
が
気
掛
り
で
す
。

☆
毎
回
の
記
事
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
パ
ズ

ル
の
解
答
に
苦
労
し
て
い
ま
す
が
、

脳
ト
レ
に
な
り
ま
す
。
編
集
は
大
変
で
し
ょ
う
。
次
回
は
、連
載
シ
リ
ー
ズ
も
の
を
あ
れ
ば
、

ま
た
、
嬉
し
い
で
す
。

☆
今
年
も
鈴
懸
坂
、
百
合
木
坂
等
に
ベ
コ
ニ
ア
の
花
が
配
ら
れ
た
。
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る

と
他
の
３
箇
所
合
わ
せ
て
４
０
０
基
の
プ
ラ
ン
タ
ー
に
１
２
０
０
本
が
植
え
ら
れ
て
い
る

と
の
こ
と
。
プ
ラ
ン
タ
ー
い
つ
ぱ
い
に
咲
き
ほ
こ
り
、
買
い
物
や
通
勤
時
に
こ
こ
ろ
を

癒
し
て
く
れ
ま
す
。
お
世
話
さ
れ
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
金
沢
社
の
里
の
皆
さ
ん
に
感
謝
し
ま
す
。

わつⅥ・藉″リーズ28牛坂から旭町へ、改名の謎に迫る①

金沢市旭町。藩政時代|よ、河北郡の鈴見村。若松村・下田上村と郡境を接する「石川郡牛坂村」でした。明治22年

(1889)、 山隋領、石浦荘と、金浦郷の一部 (大まかに、笠舞。大桑・土清水・田井各町を結んだ範囲と隣接する町の

一部)が町村制施行により合併し「石川郡障浦村」が発足しました。「牛坂村」は一集落「大字牛坂」となり、さらに

昭和11年 (1936)金沢市編入の際、「新しい時代に『牛坂』の名lよ馴染まない。」ということで、「旭町」に改名され、

同じ「牛」が付く「大字牛首」も「錦町」と改名されました。

村名の由来となつた「牛坂」|よ 「古くは小立野の地|よ荒野で、田井村の牛馬のエサである不末(まぐさ)の狩場だつた。

馬を引しヽて上り下りした急坂があり、こイ1を『馬坂』という。『牛坂』も同じように、そう呼ばれるようになつたの

だろう。」といわれています。何とも貧弱な由来ですが、「牛坂の由来」をもう少し深掘りすると、高低差約30mの

牛にとつて危険な産の急坂を毎日のように上り下りしたとは考えにくく、人が林を狩りに上り下りし、与えたとしても

重労働だつたlよずです。では、「牛」が付く地名にどうしヽう意味が込められてしヽるのでしょうか。

「牛」は古い言葉の「憂し」を表し「～しづらい」「憂欝」「苦しい」など、マイナスの意味があるらしく、政府広報に

「不安定な土地、水難の歴史がある場所に名付けられる場合がある。」とあり、後世に危険を欠[らせる意味があると

さイ1ています。「憂し坂」とするならば、「大雨で川のようになり、土

砂や丸石がゴロゴロと崩イ1、 通行しづらい難儀な坂」とも解釈できます。

上り下りの通行や悪天候時の苦労を、農耕に重要な「牛」の好字に

背負わせた。その意味を金沢市編入当時の人々は理解していたので、

「金沢市牛坂町」ではなく、改名に踏み切つたと考えられます。他に

「龍」「猿」「梅」などが付く土地にも先人達のメッセージが込められてしヽ

ましたが、残念ながら合併などを機に、その多くが消滅したとしヽいます。

その土地にまつわる歴史や地名には、明日を生き抜くためのヒントも

隠されているのです。

郷土歴史研究家 安村  浩

丸で囲んだ所が牛坂。鶴間坂はまたありません。
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ヒント*若松 鈴見地区土地区画整理組合がもりの里 1丁目
に整備した施設

応罫方法
◎郵便はがきに解答と住所、氏名、感想等を言E入し、
フ月31日 までに、次の所へお送りください。
〒920-1165金沢市若松町3-281
NPO金沢社の里情報公開委員会係

〉郷土こぼれ話0姫谷(蛇谷)<
十人わヾ「お、 お、 おっかけて、 う、 うとうじゃ、
な、ないか。」と身を震わせて言った。

その姿の滑稽さに、緊張も解け、みんなは、

「ハハハハ.… .。 」 と大声で笑った。
やがて、男たちはさっき来た道を通って村ヘ

向かった。「とにかく、お前のいう事は本当だっ

た。昨日はすまねえことを言った。わしらが曽

にはっきり言ってやる。」

「おいおい、そんなことを言うと、今度はお前

が狂ったん じゃないかと言われるよ。」

みんなはどっと笑った。

さて、待っていた村人たちは、男たちの話を聞

いて、信 じないわけにはいかなかった。そして、

いつのまにかこの谷を姫谷、蛇谷と言うようにな

った。姫谷は、姫谷川(谷内川)の上流で、旧のゴ

ミ捨て場から見下ろした所にある。

この谷は、雑草やいろんなつたや葛の葉などの

低木が生い茂っていて容易に足を踏み入れること

が出来ない。姫谷は太陽ヶ丘ニュータウンの造成

により、今はありません。       (完 )

資料・わがtS、るさと今・むかし

一日上校下の歴史―

タテのカギ
① リンゴ、カキ、ミカン等果実
② 家など建築する職人
③ 重量の単位
④ 木管楽器の1つ

⑤ 陸地の海、川等水に接している所
⑦ 短い話のこと
⑨ 足にはくもの
○ 授業又は練習等稽古のこと
⑭ 運動の選手等に技術指導の訓練
をすること
○ 手すきで作る日本古来の紙
⑦ 社会的な地位を得ること

⑬ 国家や社会の為に尽くすこと
⑩物事の意味を理解し自分の物と
すこと
④ 表面と反対の面

ヨコのカギ ,
① 細長くて中空のもの
③主催者が国を支配して納めること
⑥ 煮物やおでんに使う野菜
③ 歌詞を翻訳すること
⑩ 木材で馬の形に作つたもの
①音楽に合わせて踊る社交ダンス
の一種
② 恋愛関係になるきつかけ
⑤ 日本風の部屋
⑬ 普通の道路で行う自転車レース
④夜空に輝く天体
◎ ある期間の終わり
⑪ 花壇の○○を入れ替える
② 古代日本から唐に派遣された使節
⑭試しに使うこと
⑮ 道路をジクザクにしたり蛇行
させたりした部分

◎4フ号の正解者の中から抽選

で当選者 15名様に粗品を8月

上旬に発送します。

◎4フ号の解答は、令和6年 11月

発行の48号に掲載します。

◎46号の解答は「入学式」でした。聟
の
穴

え

ストップ特殊辞森″

実際には融資しないのに、簡単に融資が受けら

れると持ちかけ、これを信じて融資を申し込ん

できた者に対し、「保証金が必要」「返済の信用

実績が必要」などと言つて金銭等をだまし取る

(脅し取る)手口です。

相手がコレを言つたら詐欺

融資には保証金が必要なので (または、

返済の信用実績を作つておく必要がある
ので)、 先にお金を振り込んでください。

一回振り込んでしまうと、そのあとも様々な

名日でお金を要求されます。

これで、だまされない !

○融資のために「l果証金が必要」「お金を振

り込んでJなど、金銭を要求されることは

ありません。
○大手の業者を装つて郵便や携帯への

ショートメッセージを送つてくる場合が

ありますが、覚えのある業者でも電話
番号などの連絡先をよく確認する。

能登半島地震から、 6カ月が過ぎました。避難されて

おられる方々が地元で、 1日も早く安心安全な暮らし

ができますよう、祈つています。

今年度も鈴懸坂ほか 4箇所の歩道脇にベコニア1200
本植え、花いつぱい運動を展開し、緑豊かな自然環境

の街づくり渚動に努めています。   (編 集後記)

A B DCI E F G H

融資保障詐欺


